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のうち、 Bl～ B6は歯舌牽引期に活動する筋を支配し、 BlOは歯舌伸出筋を支配していたc











































ワズムは、 Clの発火を止めるまで続いた。 RMAの継続中、 Clはリズムと同期した周期的な抑制性
入力を受けたむこれ辻口球神経節からのフィードパックであると思われる。自発的に発生している
RMAの継続中にClやv-CDNを持続的に過分極させ、その発火を抑えてもまMAは影響を受けない。
このことは、口球神経節単独でRMAを発生し得るという結果と矛盾しない。
ニンジンジュースなどの味刺激を唇－神経節標本の口容部に投与すると、口球神経節にまMAが
発生した。このとき観察されるリズムは、少なくとも部分的には摂食リズムを反映しているものと
思われる。このときのBlとCl及びv-CDNの活動を調べたところ、 Clは味刺激に対して興奮性の
応答を示した。 Clの興奮は味刺激を取り除いた後でもしばらく続いた。これに対し、 v-CDNは味
刺激に対して若干過分極する傾向があった。 Blは、口筋に対する運動ニュ」ロンでもあるので、味
刺激によるRMAの発生に伴って周期的なパーストを示すが、 Blを過分謹させて発火できなくした
状態でも RMAは維持された。
いくつかの無脊推動物で、リズミックな行動を開始するニューロンが同定されており、それらは、
その機能から主に二つのカテゴリーにわけられる。一つは”ドライパー”ニューロンで、リズムの
軟体動物アフリカマイマイにおける口第運動調節機構 207 
維持のために持続的に発火する必要がある。もう一つは”トリガー”ニューロンで、短時間の発火
によって持続的なりズムを開始する龍力を持つ。アフリカマイマイのBl、Clニューロンi土、”ドラ
イパー”のカテゴワーに入れられるだろう。これに対しv-CDNは”トワガー”的な要素を含んでい
ると思われる口軟体動物腹足類のいくつかの種においても口球ワズムを開始するニューロンが同定
されているが、その性質は種によって様々であるg また、一つのつズム発生神経田路が、異なる複
数の律動運動を制調しているという報告もある。今国の実験からでは、 BLClあるいはv-CDNが
開始する運動 1）ズムが河質のものであるかどうかは不明である。しかし少なくとも Clは、味料激
によって誘発される摂食リズムの発生に実際に関与している可能性が示唆された。 Blは口筋に対す
る運動ニューロンでもあるので、リズムの発生に伴って断続的にパーストする。この際のBlの発
火状態が、発生中のリズムの頻度や強さの調箭に関わっているのかもしれない。またv-CDNは、口
球神経節中の多くの運動ニューロンや口第に対して興奮’性の連結を持っているのに加え、口球ワズ
ムのパターンジェネレーターを活性化する作用がある。よってこのニューロンは、摂食系全殺の興
奮性を高める働きがあると思われる。
現在数種の腹足類において、摂食行動を修飾するセロトニン作動性の踏神経節巨大ニューロンの
存在が報告されており、それらは形態、機能の面で多くの類似性を有していることから、互いに相
司なニューロンであろうと考えられている。アフリカマイマイのv-CDNもこの一員であると思われ
る。さらに、 Clと類似した機詑を持ったニューロンも飽の数種の農足類で同定されており、これら
は神経節内に占める位置にも共通性が見ちれる c このような、撞関における相同なニューロンの存
在は、摂食行動の遺応進化という観点かちも興味深い。
